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研究概要

平安京全体の空間的な人の動き

本研究は，古の都である平安京について，人々の移動パターンと貴族の動きを
定量的に解析し，考察を加えたものである．平安京については，道路ネットワ
ークの構造や道幅など幾何構造に関することは，よく知られているものの，そ
の中で人々がどこに立地し，どのように移動していたのかについては，ほとん
ど調査分析が行われていない．本研究では，まず平安京やその前の律令時代の
文献に基づいて，平安京の土地利用，身分別の住居の分布を推定した．次に，
土地利用や住居分布に基づいてOD交通量を推定して交通量配分を行い，平安京
街路の交通量について考察を行った．また，特権階級であった少数の貴族につ
いては，一般の庶民や役人の動きとは異なることから，別途に藤原実資の小右
記に基づいて再現した．

貴族の動き

平安京の土地利用

平安京やその前の律令時代の文献に基づいて，平安京の土地利用，身分別の住居の分布を推定した．次に，土地利用や住居
分布に基づいてOD交通量を推定して交通量配分を行い，平安京街路の交通量について考察を行った．

平安京提要，井上満郎
氏の研究論文を参考に，
平安中期の土地利用を
11区分で整理した．

平安京の人口分布

土地利用区分ごとの人口密度を，文献を参考にしながら設定し，町（約120m四
方）ごとの夜間人口と昼間人口を推定し，Entropy法でOD交通量を推計した

平安京の街路交通量

OD交通量をDial配分で
交通量配分し，街路交
通量を推定した（右
図）．

推定に際しては，夜間
人口が一人１トリップ
して昼間人口に遷移す
ると仮定し，平安京
内々交通のみを対象と
した．

特権階級の貴族の動きは，庶民の動きとは異なっ
ており，藤原実資の小右記に基づいて，1027年正
月元日の牛車に乗った動きを再現した．


